
施策評価シート（平成28年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

市民とともに歩むまちづくり【協働・行財政運営】

広報・広聴

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●市民と行政が身近で信頼が築かれ、相互一体となった市政が運営されています。

◆具体化した施策の取り組み実績 　　

1　広報活動

2　広聴活動

平成28年度計画

95.00%

882

平成27年度実績

市内７地区で開催

市長への手紙 161通 １50通172通

地域懇談会の開催 市内７地区で開催 市内７地区で開催

項目 平成26年度実績 平成28年度計画

平成26年度実績 平成27年度実績

定例記者会見等情報提供数 930 793

企画部秘書広報課

基本目標

施策名

広報がまごおり配布率 95.49% 93.92%

市民に開かれた市政運営にむけて、広報やホームページ、出前講座、パブリックコメント等による広報活動の充実を

図るとともに、市民アンケート調査や市民対話、行政への市民参加体制の強化、市民相談窓口の充実などを通じて

多様な広聴活動を推進します。

●行政情報を市民に伝えたり、市民の声を市政に反映させたりする広報・広聴活動が盛んで、市民の行政参加の場の確保が積極的に図られています。

項目



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

95%

98%

0.50%

0.61%

768

3,000

3,840

9

9

400

インターネットＴＶ放送数

インターネットＴＶ放送年間総件数

地域懇談会参加人数

年間参加人数の合計数

地域懇談会参加者満足度

参加者アンケート（５段階評価）において３以上と答えた方の割合（％）

市長への手紙投稿率

・広報がまごおりの情報は、施設、社員寮などの準世帯や、流動世帯への配布に反映されない場合がある

と考察できる。記者クラブへの情報提供は減少したが、新聞記事掲載件数は増加しており内容は充実して

いると考える。動画情報は継続的に、ＣＡＴＶ放送、インターネットＴＶで放映しているがYOUTUBEへの対

応も必要であると思われる。

・地域懇談会は、平成２４年度から実施。参加者数、参加者満足度を指標とし、参加者、満足度の上昇を目

指す。市長への手紙は、広く市民の声を反映させるために実施し定着しているが、意見・提案・アイデアは

少なく、個人的な要望・苦情が多いのが現状である。

定例記者会見情報提供数

市長定例記者会見議題年間総件数

記者リリース件数

記者リリース年間総件数

新聞記事掲載件数

新聞記事掲載年間総件数

投稿数／配布数×１００

96%

指標名 説明・考え方

広報がまごおり配布率

年間平均配布数／年間平均世帯数×１００

0.50%

実績値

0.55% 平成32年度

市長への手紙投稿率

目標値

0.50%

平成32年度

地域懇談会参加者満足度

目標値

95% 95%

実績値

400

実績値

364 平成32年度425

地域懇談会参加人数

目標値

400

実績値

12 平成32年度

インターネットＴＶ放送数

目標値

13 6

3,100

平成32年度

平成32年度

新聞記事掲載件数

目標値

3,000 3,500

実績値

記者リリース件数

目標値

850 850

実績値

896

850

定例記者会見情報提供数

目標値

40

34 平成32年度

実績値

32

25

平成32年度

32

平成26年度 平成28年度 将来目標平成27年度

98.00%

93.92%

目標値

98.00% 95.00%

実績値

指標名 区分

広報がまごおり配布率

95.49%



◆今後の方針

コメント

・市民の市政への関心を高揚し、市政への参画を推進するうえで、広報は重要な役割を

担っている。広報がまごおり、i広報紙、記者リリース、記者会見、ホームページなど様々な

方法で情報提供をしている。情報により興味をもってもらうために、わかりやすさ、見やす

さ、正確さ、タイムリー性などが課題。YouTubeへの動画の配信も課題である。

・市長への手紙、市民の声投書箱、地域懇談会、出前講座、問い合わせメールなど広く

市民の声に耳を傾けている。今後は、若者や女性の意見をより多く取り入れ市政に反映

させることが課題である。

コメント

　市民に開かれた市政運営を進め、市民の市政への積極的な参加をはかる上で、広報・

広聴は大切な位置を占めている。広報については、広報がまごおり、ホームページ、メー

ル配信、パブリシティ（新聞社等への情報提供）など多くの媒体を通じて、情報を適切な

時期に分かりやすく提供するかが課題である。パブリシティは、積極的に行われ成果をあ

げている。なお、ユーチューブなどの動画情報について引き続き検討課題である。

　市長への手紙、市長対話、市民の声投書箱等多くの手法により意見を求めている。各

種協議会等の委員に市民枠を設置するなど政策形成段階からの市民参加を推進し、市

民の声を積極的に市政に反映させることも必要である。

施策の

進め方

Ｂ：一部見直しが必要である。

広報がまごおりの配布は、普及率を維持しながら、インターネットサービス「i広報紙」を活用して閲覧でき

る手段を増やし全体の読者数を増加させていく。オール蒲郡市として記者クラブへ積極的な情報提供

が、情報伝達手段としての重要であるという意識の共有化を図っていく必要がある。動画情報を含めた

シティプロモーション事業を積極的に進める。

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

部長評価

今

後

の

施

策

展

開

・オール蒲郡市として記者クラブへ積極的な情報提供を行うために、広報担当者会議を実施し、当該情

報提供が情報伝達手段として非常に重要であるという意識を共有していきたい。

・地域懇談会は、より多くの市民が参加し、意見を出しやすい会とするための開催方法を検討したい。懇

談会参加者は市政への関心度が高いと思われるため、広報がまごおりについてなど質問の幅を広げて

アンケート調査を実施したい。

課長評価

構成事業の

進捗状況

施策の

進捗状況

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

地域懇談会、市長への手紙は、ともに広く市民から意見・提言を聴取するために必要である。蒲郡市民

全員が必ずしも地域懇談会に参加できるとは限らず、地域懇談会場で意見を述べにくい場合もあるた

め、市長への手紙も引き続き併用するのが望ましい。

施

策

の

課

題



施策に属する事務事業一覧

6-6

秘書広報課

7

広報がまごおり発行事業

10,402 8,237 1.30 Ｂ

カ

1-3 ×

6-6

秘書広報課

8

記者クラブ管理事業

1,049 727 0.13 Ｂ

イ

－ ×

6-6

秘書広報課

9

定例記者会見開催事業

0 846 0.12 Ａ

カ

－ ×

6-6

秘書広報課

10

ＣＡＴＶ放送委託事業

2,462 373 0.05 Ｂ

カ

1-3 ×

6-6

秘書広報課

11

市長への手紙・市民の声投書箱

事業

122 803 0.15 Ｂ

カ

1-3 ×

6-6

秘書広報課

12

シティープロモーション事業

616 624 0.10 Ｂ

カ

1-3 ○

6-6

秘書広報課

13

まち・ひと・しごと創生シティ

プロモーション事業費

1,998 876 0.15 Ｂ

カ

1-3 ○

総合

計画

所管課

番号 事　　業　　名

人件費を除く

事業費(千円)

人件費

(参考)

(千円)

人工

総合

評価

事業の

種別

市長

ﾏﾆﾌｪｽﾄ

実施

計画


